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15. ソパ栽培の起源と伝播

ill 田'陸部

これまでの経韓

国内の遺跡で最初にソパの出土が報告されたのは，

縄文暁期前半の埼玉県岩槻市真福寺据炭層遺跡から

他に緑豆， ヒョウタンなどの栽培不在協種子も出土し

は弥生時代になってから始まったとされていた当時，

出土したこれらの栽培植物種子は新しい時代になっ

われ，省みられることはなかった

真撞寺泥炭層遺跡から出土したソパの種実

1970 年代になって，遺跡等の発掘調査に花粉分析な

れてからである.そのきっかけとなったのが，那須・

晩期の青森渠三戸郡因子町石亀遺跡の遺物包含層，

出されたソパ花粉と，中村 (1977) によっ

約 2800 詰と推定される層拳から検出された

の荷と北の縄文晩期の遺跡から検出された

されていたこと，また，その時代が約 3000

を明らかにしたのである.これらの発見により，

後になって混入したものではなし当時栽培さ

最近で、は遺掛の発掘調査に捺して土壌のフローテー

析等の手法を取り入れることが多くなり，

ず他の作物についても出土が報告されるようになって， 日

これまで考えられていたよりもはるかに古くまで遡ることが明ら

る.ここではそれらの成果によって得られた資料をもとに日

史を探ってみたい

本IV. 日248

5) 森本六爾: Iヨ本農耕文化の起源， 303p. ，惹牙警房， 1941.

6) 村越 潔:砂沢遺錫:の水問主上.日本における稲作農耕の起源と展開一資料集ー(日本考古学

協会静岡大会実行委員会・静閥系考古学会)， 396-398, 1988.

7) 中島直幸:初期樹械の凸帯文土器.森貞次郎博士古稀記念古文化論集上巻(森貞次郎博

土吉稀記論文集刊行会) , 297-354, 1982.

8) 佐原 巽:みちのくの遠賀 HI.東アジアの考古と歴史問締敬先生退官記念論集中(岡崎敬

先生退官記念事業会)， pp.266-291 ，同朋会出版， 1987.

9) 佐藤敏也:日本の古代米， 346p. ，雄山閣， '1971.

10) 佐藤洋一郎.稲のきた遂， 166p. ，裳肇堂， 1992.

11) 須藤陰来日本における弥生文化の受容.考古学雑誌， 73 (1) , 1-42, 1987.

12) 杉原荘介 :8 本農耕社会の形成 380p. ，古川弘文館， 1977.

13) 寺沢薬・寺沢知子:弥生時代植物質食料の基礎的研究ー初期農耕社会研究の前提とし

一.橿原考古学研究所紀要考古学論孜 5， 1-129, 1981.

1基) 寺沢薬:稲作技術と弥生の農業.古代の日本 4縄文・弥生の生活(森浩一編)， pp.291

一350 ，中央公論札 1986.

15) 外出秀一:山梨県身洗沢遺跡の立地環境と稲作.山梨県立考古得物館・山梨県埋蔵文化財

センター研究紀要" 7 号， 53-67, 1991.
16) 外山秀一:地理学におけるプラント・オパール分析の応用.立命館地理学， 4 号， 11-25,

1992.
17) 和佐野喜久主主:稲粧からみた日本稲作の源郷.考古学ジャーナ lレ， 337 号， 12-18, 1991.

18) 渡部忠世:アジアの視野からみた日本稲作.稲のアジア史 2 アジア稲作文化の展開(渡部忠

世)， pp.5-38 ，小学館， 1987.

19) 山内清男:石器時代にも穏あり.人類学雑誌， 40 (5) , 18ト184， 1925:

20) 山内清男:所諸亀ケ図式土器の分布と縄文蒋代の終末.考古学， 1 (3) , 1-19, 1930.

21) 山崎純男:農耕一西日本後・晩期の農耕一.縄文文化の研究 2~ 主業(加藤・小林・藤本編) ,

pp.267-281，雄山間， 1983.

なりつつあ

ってきた.

，花粉分

なら

15. ソパ栽培の起源と伝播

ill 田'陸部

これまでの経韓

国内の遺跡で最初にソパの出土が報告されたのは，

縄文暁期前半の埼玉県岩槻市真福寺据炭層遺跡から

他に緑豆， ヒョウタンなどの栽培不在協種子も出土し

は弥生時代になってから始まったとされていた当時，

出土したこれらの栽培植物種子は新しい時代になっ

われ，省みられることはなかった

真撞寺泥炭層遺跡から出土したソパの種実

1970 年代になって，遺跡等の発掘調査に花粉分析な

れてからである.そのきっかけとなったのが，那須・

晩期の青森渠三戸郡因子町石亀遺跡の遺物包含層，

出されたソパ花粉と，中村 (1977) によっ

約 2800 詰と推定される層拳から検出された

の荷と北の縄文晩期の遺跡から検出された

されていたこと，また，その時代が約 3000

を明らかにしたのである.これらの発見により，

後になって混入したものではなし当時栽培さ

最近で、は遺掛の発掘調査に捺して土壌のフローテー

析等の手法を取り入れることが多くなり，

ず他の作物についても出土が報告されるようになって， 日

これまで考えられていたよりもはるかに古くまで遡ることが明ら

る.ここではそれらの成果によって得られた資料をもとに日

史を探ってみたい

本IV. 日248

5) 森本六爾: Iヨ本農耕文化の起源， 303p. ，惹牙警房， 1941.

6) 村越 潔:砂沢遺錫:の水問主上.日本における稲作農耕の起源と展開一資料集ー(日本考古学

協会静岡大会実行委員会・静閥系考古学会)， 396-398, 1988.

7) 中島直幸:初期樹械の凸帯文土器.森貞次郎博士古稀記念古文化論集上巻(森貞次郎博

土吉稀記論文集刊行会) , 297-354, 1982.

8) 佐原 巽:みちのくの遠賀 HI.東アジアの考古と歴史問締敬先生退官記念論集中(岡崎敬

先生退官記念事業会)， pp.266-291 ，同朋会出版， 1987.

9) 佐藤敏也:日本の古代米， 346p. ，雄山閣， '1971.

10) 佐藤洋一郎.稲のきた遂， 166p. ，裳肇堂， 1992.

11) 須藤陰来日本における弥生文化の受容.考古学雑誌， 73 (1) , 1-42, 1987.

12) 杉原荘介 :8 本農耕社会の形成 380p. ，古川弘文館， 1977.

13) 寺沢薬・寺沢知子:弥生時代植物質食料の基礎的研究ー初期農耕社会研究の前提とし

一.橿原考古学研究所紀要考古学論孜 5， 1-129, 1981.

1基) 寺沢薬:稲作技術と弥生の農業.古代の日本 4縄文・弥生の生活(森浩一編)， pp.291

一350 ，中央公論札 1986.

15) 外出秀一:山梨県身洗沢遺跡の立地環境と稲作.山梨県立考古得物館・山梨県埋蔵文化財

センター研究紀要" 7 号， 53-67, 1991.
16) 外山秀一:地理学におけるプラント・オパール分析の応用.立命館地理学， 4 号， 11-25,

1992.
17) 和佐野喜久主主:稲粧からみた日本稲作の源郷.考古学ジャーナ lレ， 337 号， 12-18, 1991.

18) 渡部忠世:アジアの視野からみた日本稲作.稲のアジア史 2 アジア稲作文化の展開(渡部忠

世)， pp.5-38 ，小学館， 1987.

19) 山内清男:石器時代にも穏あり.人類学雑誌， 40 (5) , 18ト184， 1925:

20) 山内清男:所諸亀ケ図式土器の分布と縄文蒋代の終末.考古学， 1 (3) , 1-19, 1930.

21) 山崎純男:農耕一西日本後・晩期の農耕一.縄文文化の研究 2~ 主業(加藤・小林・藤本編) ,

pp.267-281，雄山間， 1983.



25115. ソパ栽培の起源と伝翁

段の子賞まで全部蒸くなるのを待って居れば，下段の黒い子賞はすっかり護れ ξ

ちてしもう. J と記述されているだけで，本文中の壊自としては登場しない.

日本では『古事紀 J の五穀神話にも『日本書紀 j にもみられず， 8 世紀後半の『

日本書紀』になってはじめて霊場する. r続日本書紀 j 巻 9 の養老 6 年 (722) 7 月

19B に発せられた勧農の詔に，早ばつによる出作にそなえて救荒作物として晩

稲，ムギとともにソパの栽培色勅命によって奨励したことカ f記されているのが

わが国最古の記録なのである ;

朝鮮半島で記録に登場するのは 15 世紀に入ってからである杭韓国の忠清南道

扶余郡扶余で発掘された百済の古都，半月域社東部の軍倉社(6-7世紀)では，炭

イちしたコメ，コムギ，ダイズ，アズキ，ァヮ，ソパの出ことが確認されており(鋳方，

1977) ，記録にはみられないが 6-7 世紀には栽培されていたことは確実である.

このように，中菌では 6 世紀， 日本では 8世議己の記録にソパが登場することか

ら，ソパは B本へはイネやアワなどよりも薪しい時期に護来した作物とされてき

た経緯がある.しかし， 日本でのソパ栽培の麗史はこれまで考えられていたより

かなり古い時代まで趨るのである.

遺跡から出土したソパ

縄文前期末~中期: 今のところ，クロフォード (Crawford， 1983) により北海

道西南部南茅部町ハマナス野遺跡で，縄文前期末の住居跡床面上より約 20cm上

位の土壌から検出された l 粒の炭色したソパの種実が， 日本ではもっとも古いソ

パである.住岩との同時性はみられないが，前恕末の土器片集中層宣下からのよ自

ことであることから住居跡の年代とそれほどかけ離れたものではない.このソパを

めぐって一部には最近の農耕活動によったものが紛れ込んだとする指摘があるが

土器片集中層の捷乱はなしその上位に堆積した火山灰層にも擾乱はみられない.

したがって，最近になって栽培されたソパの種実が混入したとする根拠はなし

当時栽壊されたソパと考えるのが妥当で・ある.出土したソパは函 15.1 に示したよ

うに，果皮が剥離し， 3 面のうち 2 苗が損壊した最大長 4.3mm，最大幅 3.1mm

の l 粒の種実で，形態，計測値ともに果皮をとった現庄の普通護に類似したもの

である.同遺掛からは他にイヌピエ，アカサゴ属，ウド，キハダ，キイチゴ属，ェ

ゾニワトコ，サルナシ属，ウルシ属の種子やク I) の子葉が出土しており，植物性

食糧資掠の多くは野生種の採集によったものの，栽培されたソパも食料資漉の一

部として利用されていたと考えられる.
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ソパについて

ソパの原産地: イネ，オオムギ，コムギ，アワ， ヒエ，キピなど穀物のほとん

どがイネ科に属するのに対して，唯一ソパだけはタデ科ソパ属の植物である.ソ

パの原産地として，フランスの植物学者ドゥ・カンド jレ (De Candolle, 1883) は

栽培の歴史や分布などをもとに，中関東北地区およびシベリア中部のアムール)11

流域からパイカル湖付近までの地域を発祥の地とする北方説を提唱し，ソ連のヴ

アヴイロフ (Vavilov， 1926) は中富南部を，中尾 (1967) は中関雲南省イ寸近の山

岳地帯をソパの麗産地としているが，最近では，遺信的変異が豊富な中国雲南省

付近がソパの原産地であるとする説が有力となっている(氏原・俣野， 1988).

ソパ属の種の分類については， 6 種とか 8 種に類別されるなど研究者によって

異なるとともに，地域や時代によっても異なり統一された見解はない.氏原・イ長

野 (1988) では，普通種 (Fagopyrum esuculentum) ， ダッタン種 (F. tatancum) ,

宿根種 (F. cymosum) の 3 種に大別し，他の種はこれら 3 種の車種または変種で

あるとしている.

ヴアヴイロフ (1926 ;邦訳 1980) によると，ダッタン種はもとは普通穫の畑で

の雑草で，主要一次作物の雑草から生起したこ次作物とされている.つまり，ソ

パが気象や土壌条件の変犯が伴う北方地域に移動したことにより，人間の意思に

関係なく，自然の分化が起こり耐寒性に富み悪条件に耐えるダッタン種が出現し

たとしているのである.日本では最近になってダッタン種のソパが栽培されたり，

明治時代になって薬草として宿根寝のソパが導入されるなどしているが，先史時

代から存在したソパは，今でも日本や中層などで広〈栽培されている普通種のソ

パであったと考えられる.

記鋒に登場するソパ: 中閣の文献にソパに関する記銭がみられるのは北説末か

ら東貌初め (6 世紀顎)に編纂された農業技徳書『欝民要構j が最初である.しか

し，巻頭の雑説に「秋穀の収穫が終わったら，最先に蕎麦畑を耕いそれから他

の畑を耕する.できるだけ深く且つ縮かに耕すべく，徒に多きを求めてはならな

い. (略)凡そ蕎麦をつくるには五月に畑を耕す.三十五日すると埋草が騎熟する

から，そしたら韓耕し播種することができる.三遍耕して立秋前後各十日のうち

に種< .もし三週耕しておけば蕎麦も三段に賞をつける.下二段の子賓が黒くな

れば，上一段の子賞はまだ白くても，全部に白汁が充満して躍の如くになってい

るのだから，早速メ日り取り，梢と梢とをもたせかけて並べておくと，その白い子

も沼と共にすっかり蒸く枯れて来る. 1比れが妙法というものであって， もしよ
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の，野生種であるイヌピエとも異なり腕部の膨らみが大きいという.これらのヒ

エ属種子が野生のものか栽培されたものかは不明であるが，前期から中期にかけ

てイヌピエの投笹が増大する現象となんらかの関連があるものと三替えられる.

最近話題となっている，青森県三内丸山遺蕗の発掘誤査ではヒョウタン，ゴボ

ウ，シソ属などの栽培植物の存在が明らかにされるとともに，イヌピエのプラン

ト・オパールが検出され，イヌピエ栽培が開題となっている.しかし，青森県内

ではすでに富ノ沢 (2) 遺跡の縄文中期の住居内から 2000 粒を超えるとエ属種子が

出土し，現生のイヌピエに近いものから栽培ヒエに類似したものまでみられるこ

とが報告されており(吉崎， 1992) ，三内丸山遺跡でも発揮された住居跡などの遺

構に伴ったイヌピエのプラント・オパールや炭イ乙種子の検出が期待される.

このように津軽海峡を挟んだ両地域からヒエ属種子が出土し，その利用か論議

され始めた点に関しては，ソパ栽培開始との龍連からも注目される.石思，麗石

といった石器が多量に出土しはじめるのも龍期頃からであり，北樺道西南部の遺

掛から炭イちしたク I) の子葉や漆器などが出土しはじめるのもやはり前期後半か白

米期にかけた時期である.この頃植物利用にかかわる新しい技術が開発される

か，渡来してきたことが予想される.

縄文龍揺から中期の遺誌からはソパ以外にも，福井県鳥浜貝塚からヒョウタン，

アサ，エゴマ，コ守ボウ，緑豆(笠原， 1986) ，長野祭大石遺跡や荒神山遺掛などで

出土したパン状炭北物からのエゴマ(松谷， 1984) ，青森県三内丸山遺跡のヒョウ

タン，ゴボウ，シソ属などが出ことしている.縄文前期から中期にかけて外来種と

しての 5 種類の栽培植物や漆器が出土する事実は，この時期に栽培植物をも含め

た大陸文化要素が日本へ渡来し，縄文社会の中に受け入れられていたことを示す

有力な証拠となる.

縄文後期~晩期: 縄文後期になると，日本海に面した福井県福井市浜島遺跡(那

須ら， 1980) ，北海道小樟市忍路土場遺跡(山田， 1992) の 2 遺跡からソパの花粉

が検出され，この時期にもソパ栽培が行われていたことが確認されている.

小樽市の西方に位置する忍路土場遺跡は，小河 )I I の旧泡護震に牲置した低湿地

遺跡で，背後の段丘上には国指定の重要文{lJ財となっている環状列石(ストーン、

サーク jレ)や住居跡が分布している.河川沿いの低混地部からは 7 カ所の作業場

跡や多量の遺物が出ことしており，段丘上に住んだ人々の生活の場であったと推定

されている.発掘されたのは後期中葉(約 3500 年前頃)の遺物が主で，土器，石

器はもとより数多くの草書動性遺物が出ととしている.浮子，ヤス，タモ枠，くさぴ，

o y，明謹実・吉議古Z聾畠さ/lt"Jnt鰐

口栽培短拾が投出された主もな遺聾

本
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図 15.1 南茅部町ハマナス野進 E書 留 15.2 縄文前・中期のソパの稜笑・花粉検出遺跡分布

(前期末)出土のソパ

ソパの種実はハマナス野遺跡からのみであるが，ソパの花粉についてみると国

15.2 のように新潟県巻町大沢遺跡(前山ら， 1990) と富山県氷見市十二町潟遺跡

(安田， 1984) の 2 遺跡で前期の遺物包含潜から，壕自ら (Tsukada etall, 1986)

によっては山口県字生賀塩原で縄文前期に相当する約料 0 年前頃の層準から，微

細な炭先物片とともに検出されている.縄文前期にソパが存在したことが確認さ

れたのはまだ 4 カ所と少ないが，この頃からすでに日本権活岸地域でソパ栽培が

謂始されていたのである.

ところで，クロフォード (1983) によると，前期末のハマナス野遺跡と中期末

の同町臼尻 B 遺跡から出土したイヌピエ (Echinochloa crus-gali) の粒径の比較

をした結果，前期末のものに比較.して中期末のものが約 20% ほど粒径が肥大する

という.粒径の肥大が何によったか定かで、はないが，イヌビエの弱lIfち(半栽培)

が行われた可能性が残る.また，南茅部釘のハマナス野遺跡，自尻遺跡，臼毘 B

遺跡，北海道中央部余市町フコ \y べ貝援など，円筒式こと器文色圏内の縄文前期か

ら中期の住居内出土のヒエ属 (E. sp.) 種子を検討した吉埼 (1992) は， 4 遺跡か

ら出土したヒエ属種子は現生の栽培ヒエ (E. utilis) とは形態的に若手異なるもの
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界の産物を巧みに利用する高度の技術が発達し，豊かな自然を背景として

集・漁労・狩施活動とともに有用植物の栽培も加わって，安定し

保されていたと推定できる.

次に続く縄文晩期になると，遺跡からのソパ花粉の検出錦が増加し，これま

に九州から北海道までの 8 遺跡でソパ栽培が行われていたことが確認されて

る.それまでソパ花掛か守会出されていたのはヨ本権沿岸部に眠られていたが，

15.31 こ示したように淡路島，京都市，千葉県，青森県や岩手県(密 15.4) の

部などからも検出され，この時期になってソパ栽培の範囲が拡大したことを

っている.

ソパ栽培の開始時期

遺跡から出土したソパの中でもっとも古いのが先にあげた北海道西南部南茅部

町ハマナス野遺跡からの l 粒のソパの種実であるが，遺跡以外では岩手県花泉町

に分布する更新世最終氷河患の花泉屠(島倉， 1974) や長野県信濃腎の野尻湖層

(那須， 1981) ，完新世初期の青森泉北八月ヨ周囲代湿原の約 9300 年から 8500 年前

の層拳(辻ら， 1983) などのより古い堆積年代を示す地層から検出されているソ

パ属花粉がある.野尻湖層と花泉層のものについてはダッタン種の可能性が指摘

され(那須， 1981) ，団代理麗のものについても更新世から完新世初期にかけた区

本にソパ属植物が自生していた可能性が指捕されている.かつての日本列島にソ{

パ属種物が自生していた可能性は否定できないが，ダッタン種のソパが自生して 3

いたとする点には疑問が残る.ウやアヴィロフによると，ダッタンソパは普通麓の

ソパ畑の雑草であり，アノレタイ，カシミールなどの普通種のソパが育たない高山

地帯で栽培される，主要一次作物の雑草から派生した二次作物とされたもので，

ソパ栽培が行われた可能性がない氷河期の日本亨 IJ 島にダッタン種のソパが存在し

えたとは考えられない.

まだ大陸側の中国などでは， 日本のように縄文時代の古くまで遡るソパは発見

されていないが， 日本列島には自生のソパがみられないことから，縄文時代の遣、

跡から発見されたソパについては普通語のソパが栽培型の形態を備えて大睦から

渡来してきたと考えるのが妥当であろう.出土が確認されているソパの大半は縄 ι

文後・晩期の遺跡からだが，福井県から北海道蕗南部までの前期末から中期の遺 ι

跡からも出ことしており，これまで推定されていたよりも古い時代までその栽培の、

塵史は遡る.

図 15 .4縄文後・ 5免郊の遺跡から

検出されたソパ花粉

la, b: 小樽市忍路土湯遺跡(挺羽)

2a, b: 北上市九年橋遺跡(晩期)

本

@後J墳の遺跡

oD.思想の遺跡

• t訪海高幸代の遺跡

口金持代町道路

1:翁井市浜島遺跡
2:小橋市忍路土場遺跡

3:千慈市.，.，.，.，チ遺跡

4:呉尻町東風泊遺跡

5:木造自T亀ヶ間近銭

6:E自子町石亀遺跡

7: 北上市九年橋遺跡
8: 岩潟市英語寺遺跡
9: i!歪液町志知 Jlli 中路南遺跡

10: 福河市板付遺跡
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額 15.3 縄文後・晩期のソパの主主実・花粉検出遺跡分布

A: コンスタンチノ 7，昔遺跡

B: シャイギン ·ffラディッシェ

c: イズベストコパヤ·ffラディ γシェ

D:7ナニエ7 ・ ffラディ yシェ
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石斧柄，ヒキ 1) 棒・披，横槌，杵形木製品，毘形容器，片口舟形容器，鉢形容器，
せん

弘、具，弓などの木製品，樹皮製容器，敷物状，すだれ状，カゴ状，茎状，環状

の繊維製品，各謹の縄，赤色・黒色漆塗櫛，木胎漆器，彩色編布，朱漆染(1)糸，

漆が貯められた土差是・謝皮製容器などがあり，乾燥した台地上の遣軍事では知り得

ない，当時の生活をより具体的に援元できる生活用具の存在が明らかになってい

る.生活用具だけではなく，ニシン，カレイをはじめとした 12 種の魚骨， 4覆の

畏， 4 種の鳥類とヒグマ，ニホンアシカなど 10 種の暗乳動物の骨，オニグ jレミ，

クリ，トチノキの竪果や，ハイイヌガヤ，ヤマブドウ種子など 29 種類の植物遺ゃに

シジミなどの海産動物にハイイヌカ r-'i" 等の木の実を混ぜて貝殻に詰めて高塩で焼

かれたパン状炭先物など，食塩資源とされた遺物も多量に発掘されている.横物

遺体中にはゴボウ，シソ，ホオズキといった栽培横物種子が含まれており，主包

含患の数カ所からソパの花粉(図 15.4) が検出されるなど，遺跡周辺でソパや読

莱の栽培が行われたのは明白である.

遺跡から出土した土器，石器，木製品，識維製品，植物遺体や動物遺体，製作

にあたっては高度の技術と時間を要したであろう各種の漆器の存在，そして環状

列石の造成といった土木事業などが行われていたことなどを併せ考えると，自然
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日

できごとであり， 2 回目は後期から晩期にかけた時期， 3 由自カ吐く稲稲作が本格的

に開始された弥生時代である.

間山県ではコメの親痕がついた縄文後期の土器片の出土が相次ぎ(高橋， 1992) ,

青森県では後期の住居内から炭先米が出土するなど(吉崎， 1992) ，コメの利用は

縄文後期には毘始されていたことが明らかにされつつある.だが，この時期のコ

メに関する資料は少なしそれがオqm稲作なのか;焼畑での陸稲によったものかは

不明ではあるが， ;挺痕がついたこと器片や炭先米の存在から，縄文後期からすでに

コメ栽培が始まっていたことは確かで‘ある.後期から晩期にかけた西日本の遺跡

で‘はアズキ( ?)，ツルマメ，エンバク，ヒエ，キビ，アワなどの出土が確認され

(寺沢ら， 1981) ，ソパの花粉も日本列島の 8 遺跡から検出されるなど(山田， 1992) ,

雑穀栽培のウエイトが高まるようすをみせる.さらに，晩期になると北九州で水

稲稲作にかかわる遺構や遺物が出土ーし始めるなど，北九州では，雑穀栽培から水

稲稲作へ移行する動きもみえる.前・中惑に栽培されたのはエコ守マやシソなど議

莱的な栽培植物であるが，後・晩期になって出土した栽培植物の種類をみると，

アワ・キどなどといった雑穀も出土し始める.この時期の西日本の縄文文化は

佐々木 (1988) によって提唱された，主食完量生産の大半を焼熔などの農耕でまか

なっているがその生産の安定性が十分でなく，採集(半栽培)や漁労活動の比重

がなお高い，時には農耕とその他の生業活動の地震が逆転することもあるとされ

た，初期的農耕段階(照葉樹林鏡畑農耕)に達していた可能性が強い.この時i

東日本には環境に適応したソパやシソをはじめとした栽培植物，漆器の製作技術

などの文佑要素が取り入れられ，亀ケ間文句にみられるような独特な文北発展の

基盤をつくり出したのではなかろうか.

ところで，縄文晩期が気候の寒冷期にあたっていることが仮ロ (1982) によっ

て指摘されている.ソパの花粉が検出される遺跡が晩期になって東日本で増加す

る鏑向をみせることから，この時気候の寒冷イちにも適応できるソパが急速に来日

本の縄文社会の中に取り込まれていったことが考えられる.

弥生時代に入るとオオムギ，コムギ，ヒエ，アワ，キピ，ジュズダマ，アズキ，

ダイズ，ササゲ，エンドウ，ソラマメ， I) ョクトウとともにソパも出土する(寺

沢ら， 1981). 縄文末の遺跡から出土する作物もみられるが，その多くは弥生時代

に入ってから新しく登場する作物で，水穏稲作だけではなく熔作によった栽培植

物も数多く日本に渡来してきたことがわかる.ソパについても，以前から栽培さ

れていたものが継続されたことがあったかもしれないカミこの時新たに渡来して

縄文前期は日本携に対鳥海流が本格的に流入し，気候が温暖となり，海水面が

上昇して内控域まで進入した縄文海進の時代にあたる.遺掛から栽培植物の出土

が報告されるのもこの時期からで，怠浜良家からはヒョウタン，コ*ボウ，エゴマ，

シソ，アサ，縁更の出土が確認されている.向貝壕からは漆器も出土しており，

漆を利用する技術も渡来していたことが明らかにされている.やはり前期の千葉

県大坪貝塚や滋賀県粟津湖底遺跡でもヒョウタンの種子や果皮が出土し，長野県

大容遺跡や荒神山遺跡などのパン状炭佑物中からはエゴマの種子，先にあげた青

森祭三内丸山遺跡のヒョウタン，コ官ウ，シソ属など， 日本に自生しない植物が

出土する.大陸を原産地としたこれら栽培植物の出現は，縄文前期からその有用

性をもとにして，当時の人々がこれらの栽培草書協を受け入れたことを示すもので，

鳥浜員境などからは出土していないが，ソパもこれらの作物と同じ頃に臼本列島

に渡来していた可能性が強い.ソベシソ，エゴマはいわゆる照葉樹氷帯を原産

地とする植物で，漆の利用も照葉樹林帯で発生した技法である(中尾， 1967). 一

方，ゴボウやアサはナラ林管の北方系作物群としてまとめられる植物とされてい

る(中尾， 1983). ソパも北方系作物群の一員とされているが(佐々木， 1984) ,

ソパは照揺宮林帯で発生したもので佐々木 (1984) が指摘するナラ林文化の構成

員となったのは，後述のようにもっと後のことと考えられ，この時期に出現する

ソパは照葉樹林帯要素の一部と考えるべきである.このように，縄文前・中期に

は大陸の照葉樹ホ帯とナラ林帯で利用が開始されていたいくつかの栽培植物が大

韓のどこかで集約されたか， J.iIj々の経路をたどったかして日本列島の沼本権拾岸

域に渡来していたのである.

照葉樹木帯とナラ林帯から渡来してきた作物を取り込んだ縄文前・中期の段措

は，佐々木 (1988) によって提唱された，採集・狩椋・漁労活動が主たる生業活

動として営まれたが，それらによった生産のごく一部を補う程度のごく小規模な

農耕も行われたとする，原初的農耕段轄に達していたと考えることができる.

本に渡来してきたソパなどの作物と漆器製作技術はその有用性から，温暖な気候

を背景として頭葉樹ホ帯域を越えて長野県や東北地方，北海道西南部などのいわ

ゆるナラ林帯まで分布域を拡大したのである.

縄文時代前期噴に渡来したこれらの作物が，渡来当初から連諸島として 8本列島

内で栽培し続けられたのであろうか.栽培技術が確立していない当時にあっては

何度かの断絶があり，組み合わせを変えた作物群が何度かにわたって大盤から渡

来していたと考えるべきであるう.第 1 闇自はこれまで述べだ縄文前・中期頃の



ソパ裁主音の起源と伝播

関 15.6 総文時代におけるソパなどの渡来パfート

15.

d
g•

・
d
u

富
田
"

Eヨ 15.5 ロシア沿海地方出こと

のソノぐ

よ:シャイギン・ ifラディッシ

ェ(金持代)

下:アナニエフ・ if.ラディッシ

ェ(金時代)

本

きた畑作物群の中にも含まれていた可能性が強い.

比率で出土するのは金時代 (12 世紀)になってからであるが，詞時代の 5 遺掛の

うちソパは 3 遺跡で出土しただけである. 5 遺跡から共通して出土するのはやは

りオオムギ，キビ，アワ，アズキであり，オオムギやキビなどに近い比率でソパ

がみられるものの主作物になっていなかった可能性が強い.このような現状では，

沿海地方でのソパ栽培の歴史は 8 世紀頃まで遡るのがやっとで，これまでの指摘

にあった縄文後・晩期に相当する古い時代には存在せず，紀元後の新しい時代に

畑作物群に加わったものであるといわざるをえない.

したがって，縄文時代晩期に東北地方や北海道西南部で行われていたソパ栽培

の起漉を大睦沿海地方に求めることはできず，沿樺地方から百本海を越えて渡来

したり，サハ I) ン・北海道を経由した可能性が指擁されてきたソパの渡来ルート

は存在しなかったことになる.ただ，沿海地方から直議日本海を越えたのか，ア

ムール川下流域からサハリンを経由して渡来してきたかは不明であるが，沿海地

方で栽培されたオオムギ，キピ，アワなどが， 7-8 世紀頃に北海道北部で展開さ

れたオホーツク文イちの集団に渡来しており(山田・椿坂， 1995) ，大睦から北自り

で栽培種が渡来したルートが存在したのは確かである.

ソパの渡来ルートとして残されたのは中国の江南潤遣の黒葉樹林帯からか，も

しくは輯鮮半島を経由したルートである.しかし，朝鮮半島から出土した栽培植

物としてあげられているのはイネ，オオムギ，コムギ，アワ，キピ，ヒエ，モ;ロ

それではソパはどのようなルートを通って日本列島に渡来したのであろうか.

ソパの渡来ルートを考える上で大きな影響を与えたのが，加藤 (1981) によった

大陸沿海地方もしくは拾アムール川地方からとする指摘である.加藤は， r(田各)
アムール中・下流と北海道との縄文後・晩期における丈佑交流の中に，ソパ栽培

という文化要素が流れ込んできた可能性があるのである. (目的 j として，その頃

北海道西蒲部や東北地方の縄文晩期の遺軍事から発見され始めていたソパの花粉

が，大陸から渡来したソパを母植物としたものである可能性が強いとした見解を

発表している.以後， 日本へのソパの渡来ルートの 1 つとして治権地方から日本

海岸へとするルートと，アムール川下流域からサハリンを経由し北海道へとする

ルートが描かれることとなる.

しかし，この見解が発表された時点では沿揮地方でも沿アムールJII地域でも縄

文晩期まで趨る遺跡はもとより，より新しい時期の遺跡からもソパの出土は報告

されてはいない.

ヤヌシェヴィッチら (Yanushevich etat., 1990) により，ロシア沿海地方の

14 遺掛から出ことした栽築植物が報告されているが，その中で，ソパは日本の縄文

晩期よりかなり新しい金時代 (12-13 世紀)のシャイギン・ガラデイッシェとア

ナニエフ・ヌゲラディッシェの 2 遺跡からのものが記載されているだけであった.

国 15.5 はシャイギン・ヌアラディッシェとアナニエブ・ Ii、ラディッシェの 2 遺跡

から出土したソパである.

この報告があった 3 年後に，ロシア科学アカデミ一極東支部の研究所で，

究所が保管していた沿海地方の初期鉄器時代(紀元前 10 世紀頃)から金時代まで

の 13 遺跡から出土した栽培植物について調査する機会があった.研究所に保管さ

れていた資料中で存在が確認できたものとしては，湯海時代 (8-10 世紀)のコン

スタンチノフカ遺跡からの作物群に含まれていたソパがもっとも古いものであっ

た.紀元前 10 世紀頃から紀元 7 世紀頃までの初期鉄器時代や鉄器時代の 8 遺跡か

らも畑作物が出土しているが，オオムギやキピ，アワが主で、ソパは破片も含まれ

ていない.コンスタンチノフカ遺罫でもオオムギ，コムギ，アワ，キピ，アズキ，

エゴマ，アサ，モロコシに混じってわずかな量のソパが出土するだけで，他の作

物と比較してその量は微々たるものである(山田， 1994). ソパが他の作物に近い

ソパの渡来ルート

間研

!
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行し， 5 世紀にわたって行われた雑穀農耕もこの時からマイナーなものとなる.擦

文時代末期には本チ i材ミら多謹の本弁 i製品が急激に流入し始めたとされており，急

激な物資の流入が擦文文佑崩壊のきっかけとなった可能性がまず考えられる.一

方， 13 世紀噴から気候の寒冷化が始まったとする指摘があり(吉野， 1982;I哀ロ，

1984)，寒冷気候がそれまで宥われた雑穀農耕に悪影響を及ぽしたことも考えら

れ，気候悪佑による雑穀農耕の衰退も擦文文化崩壊の一国となったのかもしれな

いのである.

以後はアイヌ民族によって雑穀栽培が継続されるが，諜文時代の規模で農耕が

行われた形跡はみられなくなる.縄文時代から行われてきた北海道でのソパの栽

培も，図 15.7 に示したように西南部に居住した和人集団の中では行われていたも

のの，アイヌ民族によって栽培されたのか，栽塔されなかったのかは不明な状態

となる.
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北海道で栽培されたソパ

北海道では縄文時代前期末からソパの種笑が出土し始めるが，ソパをも含んだ

雑穀農耕が生業形態の中に取り込まれたのは， 7 世紀後半から 12 世紀にかけて日

本最後の土器文化が農関された擦丈時代になってからである.縄文時代初めから

擦文時代までの約 7000 年間の中でも，前の時代に比較して大幅な変色をみせたの

が擦文時代で，土器からは縄文が措え，若器から鉄器へと利器が変わり，住居の

構造も円形なものから方形で造り付けのカマドをもったものに変わるとともに，

この時，生業形態も雑穀農耕へと大きく転換する.

4 世紀頃から東北地方の農耕文イむと密接な交流関係が保たれていたことは，東

北地方各地の遺跡からその当時北海道で使用された土器が出土することなどから

推察されており，捺文時代に移行する以前から東北地方の影響を受け，雑穀農耕

を受け入れる基盤が皇封書されつつあったことが，擦文時代になって急速に雑穀農

耕が北揖遣で展開された要態としてあげられる.しかし，雑穀農耕が生業の中に

大きく取り入れられていた 8-12 世紀頃にかけては気候の温暖期にあたっており

(吉野， 1982;I坂口， 1984) ，北権道で雑穀農耕が発展したもう 1 つの要臨として

温暖な気候が大きく作用したことを見逃すことはできない.流氷が押し寄せる北

北海道のオホーツク海沿岸部は，穀物栽培を目的とした畑作農耕に適さないため

現在は牧草地が広がっているが，議文時代の 10 世紀後半から 12 世紀噴にはオオ

ムギ，キピ，ソパ，アサ，シソなどを栽培する雑穀農耕が行われていたのである.

コシ，ダイズ，アズキで・ソパは含まれておらず(後藤， 1994) ，朝鮮半島でのソパ

栽培を示す証拠は 6-7 世紀の百済の古都半月域社の家倉からのものだけで(鋳

方， 1941) ，朝鮮半島が縄文時代に渡来したソパのルートとなっていたか否かは不

明である.中富についても遺跡からの出土は不明で、，ソパが大陸内でどのような

経路をたどって東シナ海岸もしくは日本海岸に達したかについては，今後の調査

成果を待たなければならない状況である.

大陸内での経由ルートは不明だが，麗農地が中富雲南地方とされるソパが縄文

時代の日本列島に達していたのは事実である.確たる証拠はないが，現状では，

縄文時代のソパなどの栽培植物 i玄関 15.6 に示したような，原葉樹木帯文先が日本

に渡来したと推定されている中国揚子江下流域付近から西日本につながるルート

を通って，縄文時代前期頃にまず第 1 思自の護来があったと考えるのがもっとも

考え易いのではなかろうか.
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160 穏作の伝播と日本神話の変容

小林道 憲

オホゲツヒメとウケモチ

よく知られた説話だが， r古事記 j に語られているオホゲツヒメの死体佑生説話

には，縄文時代の狩猟採集生活から弥生時代の農耕生活への移行が象徴的に語ら

れている.

高天震から追放されて下界へ降ってきたスサノヲは，まず食物をオホゲツヒメ

に求める.オホゲツヒメは，鼻や口や尻からいろいろの御馳走を出して，料理を

して差し出す.この時，スサノヲは，その仕業を覗いて，汚いことをして食べさ

せると思い，オホゲツヒメを殺してしまう.殺されたオホゲツヒメの屍体の頭か

ら蚤が， 自から稲種が，耳から菜が，鼻から小豆が，陰部から麦が，尻から大豆

が生まれてきた.これをカムムスヒが取って種としたという.

この死体化生説話は穀物と農業の起穏を物語っているが，ここに出てくるオホ

ゲツヒメは，人間に様々の生きる糧を与えてくれる大地の恵みを象徴している.

だからこそ，スサノヲから求められれば，それに応じて，オホゲツヒメは次々と

食物を無尽蔵に出してくるのである.この食物を無尽蔵に出してくるオホゲツヒ

メは，おそらしまだ沼本人が狩猟採集生活を営んでいた縄文時代の母なる大地

の女神だったのであろう.今日次第に明らかになってきているように，わが閣の

縄文時代の狩猟採集生活は相当に豊かな生活であったようで，人々は，海や潟湖

や出や塁の豊かな幸に恵まれて生活していたようである.そのような豊かな幸を

無尽蔵に恵み与えてくれる母なる大地への敬慕の念が，鼻やロや尻からいろいろ

の御馳走を出してくれる女神として崇敬されたのも，不思議で‘はない.

もちろん，縄文時代は，必ずしも，すべてが狩棋採集経済によってのみ成り立

っていたわけで、はない.すでに縄文晩期には栽培農業が始まっており，大陸から

伝播した簡単な稲作も，北九;，卜|の先進地域を中心に始まっていた.そして，この

稲作をはじめとした穀物の栽培はかなり急速な勢いで本州全土に広がり，かくで，

農耕生活を中心とした弥生時代が始まった.


